（様式３）

産業廃棄物を一般廃棄物処理施設で処理する際の財産処分（目的外使用）

　１．目的外使用の内容

　（１）経過及び理由

【当該地域における産業廃棄物の処理の必要性等を詳細に記載すること。】
　（２）産業廃棄物の種類及び発生状況

　（３）産業廃棄物の処理量　　         ｔ／日　（総計画処理量　　　ｔ）

　（４）処理予定期間

　　　ア　開始年月日　：　平成・令和　　　年　　　月　　　日

　　　イ　終了年月日　：　平成・令和　　　年　　　月　　　日

                              （　　年　　ヶ月）

　（５）産業廃棄物処理の費用【費用を徴収する場合に記載】

ア　費用徴収単価　　　　　　　　　円（１ｔ当たり概算）

【排出者責任、施設の管理・運営費、処理量等を勘案し、処理費用として適切なものであること。】
イ　積算根拠

　２．一般廃棄物の処理状況

                                                           　　　   （単位：t/日）
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　　　（注）・把握している直近の過去３年間の一般廃棄物処理実績により、算出のこと。
 　　　　　・処理量（ｔ/日）＝年間処理量／年間稼働日数
（添付書類）

　（１）地域の産業廃棄物の処理状況を客観的に説明できる資料

【当該地域における産業廃棄物の適正処理が確保できない又はそのおそれがある根拠を受入業者の処理能力等を一覧として示すこと。】
　（２）状況写真

　（３）その他参考となる資料
